
船舶事故調査報告書 

令和元年１２月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成３１年３月２７日 １２時３０分ごろ 

発生場所 熊本県天
あま
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１号防波堤南方沖 

 牛深港黒島
くろしま

防波堤灯台から真方位３０９°３６０ｍ付近 

 （概位 北緯３２°１１.２′ 東経１３０°００.３′） 

事故の概要  プレジャーボートモトは、南東進中、浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 平成３１年４月９日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート モト、５トン未満（長さ２.８２ｍ） 

 ２９３－２６４７８熊本、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船外機に擦過傷、プロペラ固定用ピンが脱落 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の初期 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、家族１人（以下「同乗者」とい

う。）を乗せ、牛深港鶴崎１号防波堤（以下「本件防波堤」という。）

南方沖で船外機を止めて漂泊しながら釣りを始め、本件防波堤寄りに

流されては沖合へ移動することを繰り返した。 

本船は、釣りを終え、船長が、同乗者に魚群探知器で水深を確認さ

せ、約２ノットの対地速力で南東進を始めた直後、同乗者から浅い旨

の報告を聞いて減速したところ、浅所に乗り揚げた。 

 本船の喫水は、船首約０.３ｍ、船尾約０.５ｍであった。 

 船長は、干潮時に本件防波堤沖を航行した際、近くに干出岩が点在

していることを認めていたが、本事故当時、釣りに夢中になり、思っ

ていたよりも浅い所まで流されていることに気付いていなかったと本

事故後に思った。 

分析  本船は、漂泊中、船長が、釣りに夢中になり、風や波によって干出

岩が点在する海域まで流されていることに気付かなかったことから、

帰港を始めて間もなく浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、漂泊中、船長が、釣りに夢中になり、風や波に

よって干出岩が点在する海域まで流されていることに気付かなかった

ため、帰港を始めて間もなく浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・漂泊しながら釣りを行う際は、風などによって干出岩が点在する



ような危険な海域に流されることがないよう適宜防波堤との距離

を確かめるなどして船位を確認すること。 

 


